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資料３－３

平成１６年国民生活基礎調査の調査事項主要改正点

調査票 改 正 内 容 改 正 理 由

世帯票 仕事ありの者について、「主に仕事か否か」「主な仕事のほかの 就業の状況については、これまで家庭における生活基盤とし

別の仕事」「勤め先での呼称」「現在の仕事に就いた時期」「一週 て把握するとともに、個人の一属性として把握してきたが、少

間の就業日数・時間」「一日の片道通勤時間」「雇用保険の加入状 子高齢化の進展の中で、育児・介護等の家庭生活とその関連、

況」を、仕事なしの者については、「就業希望」「仕事を探してい 年金制度への影響等、様々な分野に大きな影響を与えるものと

るか否か」「希望する仕事の形」「すぐには就けない理由」を追加 なっていることから、就業状況を総合的に把握するため。

した。

「別居の親・子への仕送り額」及び「別居の子の数」を追加し、 核家族化が進み、高齢者の単独世帯や夫婦のみの世帯が急速

これまで子と同居していない６０歳以上の者にのみ記入していた に増加している中「統計行政の新たな展開方向に関する検討会

が、年齢を撤廃した。 議」において、家庭機能の把握の必要性が指摘されており、親

及び子に対する経済的支援の状況を把握するため。

「住宅の敷地面積」を削除した。 平成１３年調査で把握していた「住宅の敷地面積」は、マン

ション等集合住宅において、面積を正確に把握することが困難

な状況が見られたことから、今後は固定資産税の評価額の把握

も含め、資産の推計について更に検討することとしたため。

健康票 「病気やけがなどで支払った費用」のうち、「病気や診療所な 費用総額の内訳としてこれまで調査していた医療保険適用分

どあるいは薬局で医療保険を使って支払った費用」（自己負担額） （自己負担額）を記入者負担軽減等の観点から削除するととも

を削除し、調査票上に記入する費用の範囲に関する説明を追加し に、調査票上に記入する費用の範囲に関する説明を加え、記入

た。 の徹底を図るため。

「悩みやストレスの原因」の選択肢のうち、「恋愛」、「性に関 昨今の家庭・職場等の環境変化を考慮し、就業などの選択肢

すること」、「子どもの仕事に関すること」、「自分または配偶者の を拡充するとともに、平成１３年調査時までにおいて、低出現
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就業（就職、失業等）に関すること」、「セクシャル・ハラスメン 率で施策的重要度が低いと思われる選択肢や他でおおむね代替

ト」を追加し、「することがない」、「仕事中の子どもの世話」、「身 可能と考えられる選択肢を削除したため。

近な人の死」、「通勤・通学（混雑、時間がかかる等）」を削除す

るとともに、「相談先」を追加した。

「受診場所」「結果の指摘」「受診後の健康管理」及び「未受診 健康診断の実施主体別の状況等を把握するため「受診場所」

理由」を追加した。 「結果の指摘」及び「受診後の健康管理」を追加し、受診率向

上のための検討資料を得るため「未受診理由」を追加した。

「飲酒の状況」「糖尿病」及び「健康のため日頃実行している 他の統計調査との重複調整を行ったため。

事柄」を削除した。

介護票 「介護保険によるサービスを受けていない理由」「施設サービ 今後の介護サービス推進等の基礎資料とするため。

スの希望状況」及び「介護費用の負担力」を追加した。

「現在の心身の状況」「利用している福祉用具の状況」及び「介 世帯の状況について一定の把握ができたため。

護を要する者のための住宅整備の状況」等を削除した。

所得票 「雇用保険」を追加した。 雇用問題が深刻な現在、失業者の生活に対する雇用保険の寄

与度等、世帯の生活の実態を把握するため。

「個人年金」を「企業年金・個人年金等」に変更した。 平成１３年に企業年金の制度改正が行われ、新たに確定拠出

年金と確定給付企業年金が実施されることになったため。

「社会保険料」を細分化して「医療保険」「年金保険」「介護保 平成１３年調査計画における統計審議会での審議及びその後

険」及び「その他」を追加した。 の検討を踏まえたため。

貯蓄票 減少理由に、「株式等の評価額の減少」を追加した。 実質的な支出とキャピタルロスの両方がある場合、実質的な

支出による減をよりクリアにするため。


